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★詳しくは地学専攻ホームページのガイダンスページにて確認



理学部・理学研究科から学生への周知は，「理学研究科事務
棟２階掲示板」「学務情報システム」「理学部・理学研究科ホー
ムページ」に掲載するので，それぞれを定期的にチェックし，確
認漏れが無いように注意してください。

理学部・理学研究科からの周知方法について

➢ 学生への周知は，「学務情報システム」の掲載がメインとな
ります。 「理学研究科事務棟（H-11）２階掲示板」「理学部・
理学研究科ホームページ」と併せて必ず確認してください。

➢ 学生あての電子メールは「東北大学学生用電子メールサー
ビス（DCメール）」のアドレスへ送信するので，定期的に必ず
確認するようにしてください。

         ⇒転送設定の利用がお勧め





学外にて研究活動を行う学生は、事前に指導教員の許可を
得たうえで活動内容等の情報を申告する必要があります。
学外研究活動計画書について、地惑ではGoogleフォームより
回答（提出）できるようにしています。

学外研究活動計画書のGoogleフォームでの回答（提出）について

https://forms.gle/yY4nU799yEuspib66

従来通り、紙媒体もしくはWord ファイルでの提出も受け付け
ています。不明点があれば、地惑学科委員室 阿部さんまで。

https://forms.gle/yY4nU799yEuspib66


学部学生による大学院授業科目の先行履修に関して

地学専攻の学部学生は、一定の条件を満たせば，大学院授業
科目の先行履修が可能です。以下、履修資格（一部抜粋）です。

1. ４年生で博士課程前期に入学を希望し、大学院授業科目を
先行履修することが教育上、有益であると認める者。

2. 卒業要件の124 単位のうち、課題研究」 10 単位とセミナー
を除いた、110 単位が取得済みで、かつ履修したすべての
科目（教職科目等も含む）の成績から算出されるGPA が
3.0以上の者。

3. 指導教員が優秀と認めた者。

詳細は、先行履修に関するpdf資料を参照のこと。



入試・学部関係の注意点

・（学部４年生向け）大学院入試の英語試験の変更について

・（学部３年生向け）2025年度の時間割での注意点

・（博士学生向け）ゼミ（特殊講義）の取り扱い

「同位体地球科学（選択）」は、4セメ開講に変更
受講希望の3年生は、6セメ時に履修登録をして受講。

ただし、6セメの同時間帯（木曜1限）に「海洋物理学」が開講
されているので、どちらも受講したい場合は次年度に履修。

出願時にTOEFL®Test，TOEIC®Test，IELTS のいずれか
のスコアの提出が必須に．

→ 3年次に履修



分野配属に関する注意事項
（２０２４年１２月改定）

令和6年度版（参考資料）

1. ３年次末までに夏期フィールドセミナーの単位、かつ卒業に必
要な１２４単位のうち４年次に取得する１２単位（課題研究とセ
ミナーIII・IV）を除く１０単位以上を未取得の者は、課題研究の
ための分野配属を認めない。必要条件を充たした時点で、改
めて分野を決定する。

2. なお、３年次前期の野外調査演習の単位を取得していない者
は、３年次の夏季フィールドセミナーへの参加を認めない。

3. ４年次における課題研究の分野の決定に関しては別紙参照。



① 配属される3年生の人数が20名以下の場合は1分野（または１研究室）4名
を上限とする。人数が21名以上の場合，1分野（または１研究室）5名を上
限とする。

② 学生配属に関する「分野」（または研究室）の定義は教員会議で定めたもの
にする。教員の異動退職などによって、学生配属に関する「分野」（または
研究室）の定義が一時的に変わることがある。

③ 教員の異動退職を控えて卒業論文の指導が困難と判断された場合などは、
教員会議の承認のもとに受け入れ可能な学生数上限を２名程度とする分
野（または研究室）もありうる。

④ 分野配属の希望調査と内定は２月上旬に行う。③の事態が生じた場合は、
希望調査前に学生側に連絡する。

⑤ 分野配属希望数が上限数を上回った場合は、基本的に学生間で調整する。
調整がうまくいかず、①の例外が認められない場合は、成績などの客観的
資料をもとにして、教員会議の責任において第二あるいは第三志望分野に
配属となる場合がある。

⑥ 志望表提出前に配属希望分野の教員の承諾を得ること。

４年次学生の分野配属に関して
（令和2年12月教員会議）



研究データの管理とラボノートについて

研究成果の客観性、再現性を確保するため、研究者は研究
データの記録と管理・保存をしっかりと行うことが必要。

詳細は、研究データの管理とラボノートについてのpdf資料を参照のこと。

1. 日頃から研究試料やデータの整理を心がけ、試料名やノートの記
載などは、他人が見てもわかるような説明的なものにしておく。

2. 論文出版後もデータの再現性を保証できるよう、岩石鉱物試料や
出発物質・実験産物・実験条件の記録や生データなどは、論文の
責任著者あるいは指導教員が管理しておく。

3. 研究で得られた知見を論文等で公表できるようにするため、（自分
の在学中には論文投稿できなくとも）卒業時には、必要な試料や
データをわかりやすい形に整理して、指導教員に引き継ぐこと。

4. ラボノートをうまく活用して、日ごろから研究の進捗を詳細に記録
すること。（成果の独自性や研究不正がないことの証明）





大学院進学の強み



学歴別の有業者の職種分布

（経済産業研究所調べ，2022）

大学院進学の強み

60歳以上の有業率 大学院賃金プレミアム
（対大卒，年齢コントロール）

50.5％
57.6％

64.2％

25.5％

74.7％

25.5％

68.7％

29.4％

93.6％



変動地球共生学卓越大学院プログラム（SyDE）



環境・地球科学子国際共同大学院プログラム（GPEES）



【参加許可要件】
申告制。学業（研究や授業）に支障がないことを指導教員や学科長と

確認し、参加について承諾を得る必要がある。

【 インターシップ願の提出先】
• 地学教務窓口（tigaku-kyom@grp.tohoku.ac.jp）まで指導教員

と阿部さんをccに加えメールで提出。（教員の押印は不要）

【書類の入手先】
地学専攻ＨＰの内部限定ページからダウンロード

【備考】
• インターンシップよりも授業、実習を優先すべきであり、学業に
支障が出ないよう注意。

【終了後】
• インターシップ報告書を提出する。
 （提出先は「インターシップ願」と同様）

共通

提出・要回答事項

「インターンシップ願」の事前届出は必須

mailto:tigaku-kyom@grp.tohoku.ac.jp


➢ 地学専攻の2025年度キャリア支援委員は武藤先生（地圏）、

栗林先生（地惑）です。就職の相談等は各先生へ申し出る。

➢ 地学専攻に届いた求人資料やパンフレットは、地学専攻事務

室向いの棚にリスト番号順に設置。自由に閲覧できる。

➢ 川内キャンパスにあるキャリア支援センターにて、就職相談、

エントリーシート作成の指導などを行なっているので活用し

てください。

  http://www.career.ihe.tohoku.ac.jp/

➢ 理学博士のための就職支援「サイト ビズ・リガク」

  https://biz.sci.tohoku.ac.jp/

共通就職関係：１（支援・情報）



➢ 求人で地学専攻並びに学科枠の推薦のあるものは、事前に必

ずキャリア支援委員に申し出て、他推薦者の有無を確認し、

推薦の許可を得てから申請する（事後承諾は難しい場合が多

い）。

➢ 内定の条件として、あるいは内定後に「確約書」や「誓約

書」の提出を求められた場合、対応しません。

➢ 「学校推薦」を求められた場合，専攻および学科からの推薦

人数を超えない範囲で対応します。「学校推薦」の上限数を

超えた場合、成績の上位者を推薦します。

➢ 就職活動にあたり、 学生のみなさんには企業との信頼関係を

考慮した対応を要請します。信頼に反する行為をした場合、

迷惑は後輩達が負うことになります。

共通就職関係：２



就職

地球惑星物質科学科（学部、大学院）進路データ

(2024年まで）

就職

学部四年卒業

進学

修士修了

地球惑星物質科学・
比較固体惑星学 自然史科学
地殻化学学講座

本専攻

他専攻

他大学大学院

東北大大学院工学研究科
公共政策大学院

北海道大, 東京大, 名古屋大
京都大, 東京工業大, 神戸大
大阪大, 兵庫教育大学
奈良先端技術大, 慶応義塾大

総研大 （天文），
University of Bayreuth

公務員／教員

企業（資源・環境・コンサルなど）

企業（その他）

宮城県庁, 青森県庁, 東京都庁,千葉地方裁判所
佐世保市役所 , 東北大事務職員, 南相馬市役所, 高校教員

JAPEX, 合同資源産業, ニチアス,同和, 応用地質,
日特建設, ダイヤコンサル,住鉱コンサル

三菱商事, カシオ, タンガロイ, 多摩川精機 ,TIS,日本無線
三栄ハイテック, シンプレクステクノ,七十七銀行, NHK
北九州総合病院 , みずほ銀行, みずほ信託, OST, ニトリ
三井住友海上 , 大和証券 , 東日本放送, NTT データ
アウトソーシングテクノ, セキスイハイム東北, 小松塾
メイテック, 明光義塾, 大月真珠, アーク牧場 , Braxton,
セイコーホールディングス, ニチコン, タスクフォース,

富士ゼロックス, Google, FUKUMIMI, 
クリスピー・クリーム・ドーナツ



修士修了

進学

就職

国立法人／独立行政法人

企業（資源・環境・コンサル・材料など）

本専攻

他大学大学院

地球惑星物質科学・
比較固体惑星学
自然史科学
地殻化学学講座

早稲田大創造理工学研究科
名古屋大工学研究科
大阪理学研究科
北海道大大学院

国際石油開発, IMPEX, 出光昭和シェル,JXTG エネルギ
日鉄鉱業, 新日鉄住金, DOWA HD, 同和鉱業, 日本ガイシ
住友金属鉱山, 日立製作所, 島津製作所, 東北自然エネル
ギ
三菱マテリアル, 東芝, 住鉱コンサルタント, SUMICO
コスモエネルギー,コスモ石油, 日本板硝子, アジア航測
新日鉄, 三井金属鉱業, 三井金属資源開発,日鉱探開,
LIXIL 日立金属, 地熱エンジニアリンク, 日本電気硝子
応用地質, 住友大坂セメント, 三菱マテリアル, 旭硝子
宇部マテリアルズ, 太平洋セメント, セントラル硝子
, 品川リフラクトリーズ, 信越化学工業 ,東邦亜鉛
日東電工,, セック,東京ガス, 日鉄住金テクノロジー
東芝セラミックス, 東芝タンガロ, 日本特殊陶業,
伊藤忠エネクス, トピー工業, サンドピック,日特建設
大西電機工業 東北開発コンサルタント, 国土防災技術
土木管理総合試験所 , テクノ長谷, 東芝メモリ,宇宙技術開
日本電波工業, パシフィックコンサルタンツ ,キタック
, 国際航業ホールディングス,復建技術コンサルタント, 
ニチアス アサヒプリテック,アスベストセーフネット, 
鉱研工業 , 高砂熱学工業 , 日本治金工業 並木精密宝石, 
アーキジオ, リモートセンシング技術センタ, UBE三菱セメント
株式会社
クアーズテック, 旭ダイヤモンド工業, 日さく、

ベイカレント・コンサルティング

JOGMEC, JAMSTEC,NEDO, 産総研, JASSO,
自然科学研究機構,科学技術振興機構



就職
修士修了（続き）

博士修了

武蔵野高校, 加藤学園高校, 日本科学未来館 , 知床自然センター
佐賀県, 福島県, 宮城県, 千葉県, 長野県等の中学高校教員, 栃木県立高校

教員・学芸員

公務員

企業（その他）

環境省, 外務省, 文科省, 経済産業省, 気象庁 , 国土地理院 ,関東公安調査局,
県庁（宮城, 新潟,神奈川）市役所（仙台, 甲府,大仙,角館）東京大 ,静岡大,金融庁

三井物産, 石川島播磨重工, 丸紅,日本工営, 日本電工, TDK, オリンパス, 日本電子, キャノン,
ニコン, セイコーインスツルメント ,TIS, 小松製作所,リガク, 花王, 東レ, 鉄道総合技術研究所,
東芝 (マイクロテクノロジー ,e- ソリューション , エネルギー ) 
日本ガイシ, 三菱総研, 大和総研, 野村総研, みずほ情報総研, AIU保険,りそな銀行
三井住友信託銀行 , 住友林業 , キンセイマテック , 全日空 , 東日本放送
アジレントテクノロジー , イビデン , エヌシーアイ総合システム , アマゾン , 
SHIFT NEC システムテクノ, パシフィックマネジメント, 三菱アルミ, 
日立 ( 情報システムズ , 公共情報事業部 , 東北ソフトウェア,ハイテクソフトエンジニア ), 
JFF ミネラル , キャノンシステムソリューションズ , 読売新聞, セック, 新日鉄ソリューションズ ,
チェンジ , 倍風館, 富士通, 富士通ビー・セス・シー , アクセンチュア , トライアロー , 楽天,
日本 IBM アドバンストソリューション , エー・アンド・アイ・システム , UFJ日立システムズ ,
電通国際情報サービス, NTT( データ , データアイ , ドコモ , JR東日本 , コムウェア, 西日本, 東日本 ),
日本ミシュランタイヤ , デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム,クレスコ リコー,
MC&P ディジタル・ワークス , ベネフィット・ワン , テックプロジェクト ,
キオクシア,大和証券, 伊藤忠テクノソリューションズ , アクセンチュア ,NEXCO, 三菱重工業 , 
ゼンリン , ウチダ , freee, SCSK, ホウコクシア , ソリマチ, アナログディバイシズ, トクヤマ, 
東京電力, 北海道電力, NEC, 中部電力, UACJ, JR(東日本、北海道、四国）, アイ・ケイ・ケイ, 
日本総合研究所, 博報堂DYメディアパートナーズ, NECソリューションイノベータ, 
MHIエアロスペースシステムズ,大阪真空機器製作所,ウエスタンデジタル,双日
東芝インフシステムズ,ソニー,ブラザー工業, Gakken,オキサイド,ヤマハ発動機株式会社
DSB情報システム,高砂香料工業,亜細亜大学



就職（研究職）

就職
博士修了

大学

研究機関

公務員

独立行政法人等

企業

教員・学芸員

宮城県中学教員

大成基礎設計, 住鉱コンサルタント, 土木地質
東芝研究開発センタ, 東芝生産技術センタ
鉄道総合技術研究所 , 日本宇宙フォーラム
ダイセキ環境ソリューション, 日特建設 , AJS
有人宇宙システム, アスベストセーフネット
セイコウエプソン , フジクリーン, リガク , 
富士通ビー・セス・シー
東北インフォメーション, 
イグニッションポイント, Orbray

宇宙航空研究開発機構 , 物質・材料研究機構
日本原子力研究開発機構 , 
燃料サイクル機構 , 産業技術総合研究所 , 
新エネルギー産業技術総合研究所 , 
社会保険労務士法人礎, 材料科学技術振興財団

気象庁 , 海上保安庁海洋情報部 , 黒石市役所

東北大学理学研究科 , 
国際高等融合領域研究所
金属材料研究所 , 多元物質科学研究所

東京大地震研 , 物性研 , 大気海洋研

京都大防災研究所 , 名古屋大 , 愛媛大,
大阪大工学研究科, 山口大学, 九州大 
気象大学校, エール大 , シカゴ大 , 
バイロイト大学, スイス連邦工科大 , 
モンゴル科学技術大学
名古屋大工学研究科学術研究員
神戸大理学研究科学術研究員
モンゴル科学アカデミー地質鉱産研究所
日本学術振興会特別研究員 , 

カーネギー研究所
JAMSTEC 高知コアセンター
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令和7年度（2025年度） 地球惑星物質科学科 予定表



学位論文の提出・最終発表について

（2020年11月改訂）

学位論文の最終発表の前に論文を提出することとなります。

発表時間＋討論（分）

博士： 45 + 30 = 75
修士： 25 + 10 = 35
学士： 25 + 10 = 35

修士・博士 （令和7年12月19日（金）午後2時 〆切）

学士（令和8年1月19日（月）午前１０時 〆切）

また、発表時間は以下のとおりです。時間を厳守して下さい。



連絡先情報（Googleフォーム）登録のお願い

（すでにご登録頂いた方、ご協力ありがとうございます。）
まだの方は、4/18(金)までに入力してください。
URLは、後ほど阿部さんからメールで再周知もしていただきます。

地球科学系・地学専攻として、万一の場合に備え、各人の連絡
先を確認していますので、学務情報システムの登録状況に間
違いがないか確認をお願いします。

https://forms.gle/yDNxEHvaeLwPfBiq8

https://forms.gle/yDNxEHvaeLwPfBiq8


学習状況・進路希望アンケート

3年生 修士1年生

https://forms.gle/VFQzz8ce1qM81KFr9 https://forms.gle/1HQX8uvjhZ1BP1os5



各種委員選出について

1. 自修会委員の選出
  3年生（1名）： 

  4年生（1名）：

  修士（1名）：  

  博士（1名）：  

2. 雑誌会委員の選出（3名）

3. 金曜会委員の選出（5名）

4. オープンキャンパス委員の選出（5名）



集合写真撮影

集合写真を撮影しますので，

3年生, M1, D1 はその場に残ってください
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